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１．「水道料金改定業務の手引き」の位置づけ

2

水道料金

水道料金算定要領

水道料金改定業務の手引き

指針

詳細解説

◇R7.2改定

◇R8.3改定予定



２．「水道料金改定業務の手引き」改訂のポイント

（１） 「見やすく」「分かりやすく」

・構成の整理（ex.算定要領の解説⇒料金改定の検討例）

・視覚的な理解を促進するため、図表を多用

・重複する内容を整理・削除

（２） 資産維持費に関する記述の充実

（３） 審議会等に関する記述・実例の充実 ＼NEW／

（４） 料金改定に係る広報事例の充実
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具体例①

具体例②・③

具体例②

具体例④
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具体例① 料金算定のプロセス

料金算定プロセスに
沿った構成・解説



具体例② 資産維持費

算定要領（規範＋注解）

解説

図表を多用

詳細な解説は
参考資料で
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具体例③ 固定費の配分基準 アンケート結果

図表を多用
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具体例④ 広報事例

広報手法住民説明議会対応改定の概要事業体名

①上下水道部広報紙の料金改定臨時号の全
戸配布
②市民向け説明会の開催
③説明会のYoutube動画の公開
④改定のポイントとQ＆Aをホームページに
掲載
⑤料金改正条例の議会上程前に議会各会派
に対して事前説明を実施

・京都大学 伊藤教授らの研究報告「料金
値上げに対する容認度を高めるための
コミュニケーション手法」を参考
・「値上げ容認度を高める影響因子」のう
ち、「現在の使用料レベルに対する評価」
「情報評価」「現状・経営に関する認識」
の３項目を重点的に提供する情報に設
定し、各種広報を行うこととした。

・料金改正条例の議会上程
前に、議会各会派に対して
事前説明を実施。
・近隣市の水道料金の単価、
料金比較表を掲載し、増額
改定を行っても府内自治体
の中では高くないことも併
せて伝えた。

①実施時期：
令和６年１月１日
②改定率：
平均4.73%
③改定理由：
水需要減少、老朽
化、物価上昇等

A市

①「まちづくり会議」での説明
②市及び企業局広報紙
③市長によるYoutube配信
④チラシ全戸配布
⑤HPへの掲載

（ポイント、改善すべき点）
・広報紙やチラシはできるだけ簡潔に
・詳細について興味がある方だけQRコード
からHPに遷移し確認できるように
・全体の収益の増加割合を示す「平均改定
率」が「改定率」との混乱を招いてしまうこと
を考慮できていなかった。

・住民の負担がどれくらい増えるかを中
心に説明

・改定理由やこれまでの経
緯、改定内容は適切かどう
かを中心に説明（きちんと
手順・すべきことをして改
定するという結論に至って
いるか）

①実施時期：
令和７年４月
②改定率：
平均23.68%
③改定理由：
料金収入減少、施
設の更新、耐震化、
物価上昇等

B市
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ご清聴ありがとうございました

日本水道協会 調査部調査課

TEL：03-3264-2359
FAX：03-3264-2205
E-Mail：cho-sa@jwwa.or.jp 水道ちゃん水道ぼうや
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